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岸
田
首
相
が
４
月
８
日
か
ら

訪
米
し
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

と
の
首
脳
会
談
や
初
の
日
米
比

首
脳
会
談
な
ど
を
行
い
、
米
国

に
よ
る
対
中
抑
止
政
策
に
一
段

と
組
み
込
ま
れ
る
道
に
踏
み
込

ん
で
い
る
。

　
岸
田
訪
米
に
先
立
つ
４
日
、

米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
戦
略
国
際

問
題
研
究
所
︵
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
︶

が
、
第
６
次
﹁
﹁
ア
ー
ミ
テ
ー

ジ
・
ナ
イ
報
告
書
﹂
を
発
表
し

た
。
﹁
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ

報
告
書
﹂
は
２
０
０
０
年
以

降
、
日
米
同
盟
を
強
化
す
る
た

め
の
政
策
提
言
と
し
て
数
年
ご

と
に
、
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ

た
っ
て
公
表
さ
れ
て
き
た
。
今

回
の
﹁
よ
り
統
合
さ
れ
た
同
盟

へ
﹂
と
題
さ
れ
た
第
６
次
報
告

書
は
、
中
国
抑
止
を
念
頭
に

﹁
日
米
は
第
２
次
世
界
大
戦
後

の
ど
の
時
期
よ
り
も
分
断
し
た

国
際
環
境
に
直
面
し
て
い
る
﹂

と
述
べ
、
10
日
か
ら
の
日
米

首
脳
会
談
で
も
、
両
国
関
係
の

﹁
よ
り
深
い
統
合
﹂
を
確
認
す

る
よ
う
提
唱
し
て
い
る
。

　
前
回
、
20
年
12
月
の
第
５

次
報
告
書
で
は
、
バ
イ
デ
ン
政

権
発
足
の
時
期
で
も
あ
り
、

﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
持
つ

対
等
な
同
盟
﹂
と
題
し
て
﹁
日

本
と
米
国
の
同
盟
関
係
が
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
を
迎
え
﹂
﹁
日
米

が
対
等
な
役
割
を
担
う
﹂
と
、

米
国
を
補
完
す
る
日
本
の
役
割

米軍艦船の強行入港に抗議する石垣市民（3月11日、沖縄県石垣市）

第
６
次
﹁
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
報
告
書
﹂

の
さ
ら
な
る
増
大
を
求
め
た
。

だ
が
、
こ
の
４
年
間
に
も
米
国

の
衰
退
は
進
み
、
中
国
と
の
力

関
係
は
大
き
く
変
化
し
た
。
さ

ら
に
イ
ン
ド
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
諸
国
の
政
治
的
発
言
力
も

増
大
し
、
米
欧
な
ど
帝
国
主
義

諸
国
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
な

い
世
界
と
な
っ
た
。
新
し
い
世

界
秩
序
へ
大
き
く
動
い
て
い
く

時
代
、
ど
の
国
も
自
ら
の
新
し

い
進
路
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
報
告
書
は
、
そ
う
い
う
時

代
ゆ
え
に
、
米
国
は
世
界
覇
権

を
と
り
戻
す
た
め
、
わ
が
国
を

﹁
よ
り
統
合
﹂
し
て
支
配
下
に

組
み
込
も
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
軍
事
作
戦
の
計
画
・
実
行

か
ら
、
産
業
政
策
の
調
整
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
︵
供
給
網
︶

の
強
化
を
含
む
経
済
安
保
ま

で
、
さ
ら
な
る
一
体
化
を
求
め

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
役
割
負
担

　
00
年
の
第
１
次
﹁
報
告

書
﹂
で
は
、
１
９
９
７
年
９
月

の
安
保
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
着

実
な
実
施
に
加
え
て
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る

よ
う
提
言
。
第
３
次
報
告
で

は
、
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
求
め
た
。
原
発

再
稼
働
、
秘
密
保
護
法
の
制

定
、
武
器
輸
出
三
原
則
の
撤
廃

な
ど
も
勧
告
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
︵
２
面
に
続
く
︶

　
全
国
の
支
持
者
、
友
人
、

﹁
労
働
新
聞
﹂
読
者
の
皆
さ

ん
！
　
わ
が
党
へ
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
に
、
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
同
志
の
皆
さ
ん
に
も
、

心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
世
界
は
歴
史
的
転
換
期
に
突

入
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
資
本
主
義
の
危
機
は
い

ち
だ
ん
と
深
ま
り
、
末
期
症
状

を
呈
し
て
い
ま
す
。
ご
く
少
数

の
富
裕
層
へ
の
富
の
集
中
と

﹁
格
差
﹂
拡
大
、
気
候
変
動
の

深
刻
化
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

な
ど
は
、
私
的
所
有
に
基
づ
く

資
本
主
義
の
下
で
は
解
決
不
可

能
で
す
。
世
界
各
地
で
人
民
が

立
ち
上
が
り
、
資
本
主
義
か
ら

の
脱
却
と
新
た
な
社
会
を
求
め

て
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
諸
国
間
の
力
関
係
も
激
変
し

て
い
ま
す
。
帝
国
主
義
国
は
力

を
低
下
さ
せ
、
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
が

台
頭
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
と
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

は
、
こ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
衰
退
す
る
米
国
は
巻
き
返
し

を
図
り
、
﹁
台
湾
有
事
﹂
を
あ

お
り
、
同
盟
国
を
ひ
き
つ
け
て

中
国
へ
の
敵
視
を
強
め
る
悪
あ

が
き
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　
岸
田
政
権
は
こ
れ
に
追
随
、

防
衛
費
倍
増
、
全
国
の
﹁
前
線

基
地
化
﹂
、
﹁
経
済
安
保
﹂
な

ど
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
米
戦

略
の
先
兵
役
を
務
め
る
亡
国
の

道
で
す
。

　
歴
代
対
米
従
属
政
治
に
よ
っ

て
、
国
民
の
生
活
と
営
業
は
ま

す
ま
す
困
窮
し
て
い
ま
す
。
物

価
高
、
増
税
、
社
会
保
障
制
度

改
悪
、
地
方
の
疲
弊
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
他

方
、
金
融
資
本
を
は
じ
め
と
す

る
多
国
籍
大
企
業
は
空
前
の
利

益
を
上
げ
、
投
資
家
は
株
高
で

笑
い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
対
米
従
属
政
治
を
打
ち
破

り
、
独
立
・
自
主
の
政
権
を
樹

立
し
て
こ
そ
、
わ
が
国
の
平
和

と
繁
栄
、
国
民
生
活
の
再
生
を

実
現
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
下
、
わ
が

党
、
ま
た
中
央
委
員
会
機
関
紙

﹁
労
働
新
聞
﹂
は
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
﹁
労
働
新
聞
﹂
は
、
独
立
・

自
主
の
政
権
樹
立
と
い
う
進
路

を
指
し
示
し
、
併
せ
て
労
働
者

階
級
の
解
放
、
社
会
主
義
に
向

け
た
暴
露
と
宣
伝
を
精
力
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
﹁
労
働
新

聞
﹂
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き

た
役
割
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ

そ
で
す
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
内
外
情
勢
の
変
化

は
劇
的
、
加
速
度
的
で
す
。
政

治
闘
争
、
党
派
闘
争
も
ま
す
ま

す
激
化
し
て
い
ま
す
。
よ
り
本

質
的
、
歴
史
的
な
観
点
で
情
勢

評
価
や
政
治
暴
露
を
行
い
、
労

働
者
、
国
民
に
闘
い
の
方
向
と

新
た
な
社
会
へ
の
展
望
を
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新
た
な
媒
体
が

普
及
す
る
な
か
、
革
命
政
党
に

よ
る
宣
伝
形
態
も
変
革
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
労
働
党

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
﹁
労
働
新

聞
﹂
の
発
行
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

・
労
働
党
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
刷

新
し
ま
す
。
見
解
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
発
表
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
発
信
も
、
順
次
強
化
し
ま

す
。

・
﹁
労
働
新
聞
﹂
の
発
行
︵
現

在
旬
刊
︶
を
、
６
月
１
日
号
よ

り
月
刊
化
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
紙
面
構
成
を
12
ペ
ー
ジ

と
し
、
カ
ラ
ー
化
し
ま
す
。

﹁
社
説
﹂
や
内
外
情
勢
を
掘
り

下
げ
た
論
説
記
事
、
各
界
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
に
努
め
ま

す
。
国
民
諸
階
層
に
根
ざ
し
、

そ
の
生
活
と
闘
い
の
息
吹
を
伝

え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
た
な
購
読
料
金
は
、
一
部

５
０
０
円
、
年
間
６
０
０
０
円

︵
送
料
込
み
︶
と
し
ま
す
。
お

支
払
い
済
み
の
料
金
は
、
金
額

に
応
じ
て
期
間
を
順
延
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
担
当
者
か

ら
、
別
途
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
新
た
な
﹁
労
働
新
聞
﹂
発
行

体
制
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
の
ご
愛
読
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

﹁
労
働
新
聞
﹂
発
行
体
制
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

日
本
労
働
党
中
央
委
員
会


